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令和6年度 金沢市議会 3月定例月議会の概要

　令和6年度金沢市議会3月定例月議会が3月3日から24日までの22日間、開催されました。

市長の施政方針（要旨）

◇少子化傾向に歯止めをかける
　新たな子ども・子育て支援施策の指針となる
「金沢こどもまんなか未来プラン」を取りまとめ、
具現化策を盛り込む。3歳未満児の第2子の保育
料の無償化や、結婚や出産に踏み切れない若者の
経済的不安を解消するための奨学金返還支援制
度など、若者や子育ての当事者の視点を尊重しな
がら実効性のある施策を展開する。
◇都心軸の再興
　都市再生緊急整備地域の指定が夏に見込まれ
ることから、事業者提案手続を説明する運用指針
を作成する。日銀金沢支店跡地について、取得に
向け協議を本格化させるとともに、既存建物を生
かした先行利活用や本格整備を検討する。
◇能登半島地震への対応
　粟崎地区における本格的な液状化対策に向け
実施設計に着手する。被災者に向け、伝統文化の
復興や広域観光の推進に引き続き取り組むほか、
大規模災害の教訓を生かし、防災備蓄計画や福祉
避難所における備蓄計画を策定する。

◇施設のリニューアル
　谷口吉郎・吉生親子の唯一の共同作品である
玉川図書館について、往事の建築意匠を復元し価
値を構成するための大規模改修工事に着手する
ほか、市民芸術村について、子どもが文化芸術活
動を行う新たな施設整備も想定したリニューア
ル基本構想を策定する。
◇地域コミュニティーの活性化
　「金沢方式」の見直しによる地域コミュニ
ティーの運営に係る地元負担の軽減のほか、町会
加入の課題などを検証し、時代に即した手法を研
究しながら、地域活動の担い手不足への対応を検
討する。
◇中学校部活動地域移行
　国において議論されている動向を注視すると
ともに、運動部活動について、学校と指導者の橋
渡し役となるコーディネーターを配置し、団体競
技をモデル事業に追加する。文化部活動について
は、吹奏楽と合唱でモデル事業を開始し、今後に
向けた諸課題を整理する。

◇3月3日　議案上程・提案理由説明
　市長から、令和6年度補正予算関係議案及び令
和 7年度当初予算関係議案などの議案が提案さ
れ、市政に対する所信と提案理由の説明が行われ
ました。
◇3月11日　議案上程・提案理由説明・代表質問
　11日には、除排雪に係る経費を計上した令和
6年度補正予算案が追加で提案され、市長から提
案理由の説明が行われました。その後、5人の議
員が代表質問を行いました。
◇3月12日、13日　質疑・一般質問
　12日・13日には、17人の議員が質疑や一般
質問を行いました。
◇3月14日　委員会審査
　令和6年度補正予算関係議案や令和7年度当初
予算関係議案等の審査を行うため、各常任委員会
が開催されました。
◇3月17日　補正関係討論・採決、委員会審査
　令和6年度補正予算関係議案の討論・採決が行
われ、全会一致または賛成多数をもって、いずれ
も原案のとおり可決されました。続いて、令和 7
年度当初予算関係議案等の審査を行うため、各常

任委員会が開催されました。
◇3月19日　常任委員会連合審査会
　5常任委員会による連合審査会が開催され、令
和7年度当初予算関係議案等に係る質疑が行われ
ました。
◇3月21日　委員会審査（総括質疑・討論・採決）
　令和7年度当初予算関係議案等の審査を行うた
め、各常任委員会が開催されました。
◇3月24日　討論・採決
　令和7年度当初予算関係議案等に関する各常任
委員会の委員長報告の後、討論・採決が行われ、
この日追加提案された人事案件を含め、市長提
出の議案各件は、全会一致または賛成多数をもっ
て、いずれも原案のとおり可決されました。議員
提出の議会議案16件は、12件が可決、4件が否
決され、請願1件、陳情3件はいずれも不採択と
なりました。
【副議長の選出】
　上田雅大副議長の辞職に伴い、副議長選挙が行
われ、新たに小間井大祐副議長が選出されました。
◎副議長選挙の結果
　小間井大祐議員　35票　広田美代議員　3票
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入

市 税 890億3,314万円
地 方 譲 与 税 12億8,400万円
交 付 金 164億1,000万円
地 方 交 付 税 140億円
分担金及び負担金 2億9,522万3千円
使用料及び手数料 35億　287万5千円
国 庫 支 出 金 398億　369万6千円
県 支 出 金 160億3,920万1千円
市 債 102億2,680万円
そ の 他 143億　506万5千円

歳 

出

議 会 費 9億　581万8千円
総 務 費 174億3,555万3千円
民 生 費 851億1,146万円
衛 生 費 201億　281万2千円
労 働 費 2億4,655万7千円
農林水産業費 31億9,605万3千円
商 工 費 35億2,569万1千円
土 木 費 198億9,285万6千円
消 防 費 59億2,673万6千円
教 育 費 278億3,168万5千円
災 害 復 旧 費 17億4,565万円
公 債 費 176億9,962万円
諸 支 出 金 5億5,950万9千円
予 備 費 7億2,000万円

令和7年度一般会計予算　2,049億円

市債 5.0％

県支出金
7.8％

国庫支出金
19.4％

市税
43.5％

使用料及び手数料
1.7％

地方譲与税 0.6％

交付金
7.9％

負担金及び分担金
0.2％

地方交付税
6.8％

その他 7.1％

歳 入

商工費 1.7％

土木費
9.7％

農林水産業費 1.6％

労働費 0.1％

民生費
41.5％

消防費 2.9％

教育費
13.6％

災害復旧費 0.9％

公債費
8.6％

諸支出金 0.3％
予備費 0.4％

歳 出

議会費 0.4％

衛生費
9.8％

総務費
8.5％

令和７年度 金沢市予算概要
令和7年度 令和6年度 増減率

一般会計 2,049億円 1,904億円 7.6%

特別会計（※1） 982億2,523万2千円 960億3,304万円 2.3%

企業会計（※2） 668億9,919万2千円 565億6,550万円 18.3%

合　　計 3,700億2,442万4千円 3,429億9,854万円 7.9%

（※1） 国民健康保険費、後期高齢者医療費、介護保険費、市営地方競馬事業費など9会計の合計
（※2） 水道事業、病院事業、中央卸売市場事業など6企業会計の合計

　令和 7年度当初予算は、子ども・子育て支援や都心軸の再興など、未来の活力あるまちづくりに関
する施策のほか、災害対応力の強化など、様々な分野における課題解決に向けた、「安全で活力ある
未来を視座に礎を築く 積極投資予算」として編成されました。
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本会議の
発言から

　3月11日（火）、12日（水）、13日（木）に、
22人の議員が質疑や一般質問を行いました。

3月11日（火）
・横越　　徹 議員（自民党） P. 5
・森　　一敏 議員（みらい金沢） P. 6
・源野　和清 議員（公明党） P. 7
・玉野　　道 議員（創生かなざわ） P. 8
・森尾　嘉昭 議員（日本共産党） P. 9

3月12日（水）
・野本　正人 議員（自民党） P.10
・黒口啓一郎 議員（みらい金沢） P.10
・山本ひかる 議員（公明党） P.11
・中川　俊一 議員（自民党） P.11
・高務　淳弘 議員（創生かなざわ） P.12
・山下　明希 議員（日本共産党） P.12
・清水　邦彦 議員（さくら会） P.13
・川島　美和 議員（みらい金沢） P.13
・荒木　博文 議員（自民党） P.14

3月13日（木）
・柿本　章博 議員（自民党） P.14
・坂本　順子 議員（みらい金沢） P.15
・熊野　盛夫 議員（創生かなざわ） P.15
・道上　周太 議員（自民党） P.16
・広田　美代 議員（日本共産党） P.16
・大西　克利 議員（創生かなざわ） P.17
・粟森　　慨 議員（みらい金沢） P.17
・麦田　　徹 議員（自民党） P.18

※ 掲載している内容は、発言した議員本人が作成した
原稿をもとにしています。
※ 会派名は、発言時における所属会派名を記載してい
ます。

本会議の傍聴について
　本会議は原則として公開されており、どなた
でも傍聴できます。
・ 傍聴の希望者は、本会議当日、市役所新館7階
の傍聴受付で傍聴券の交付を受けてください。
・ 手話通訳や要約筆記を希望される方は、事前
に議会事務局（電話番号：076-220-2388）
までお問い合わせください。
・ 小さなお子様連れの方も安心してご参加いた
だけるよう、「親子傍聴席」を設置しています。
お気軽にご利用ください。
・ インターネットでの映像の生配信も行ってい
ますので、金沢市議会のホームページからア
クセスしてご覧ください。

傍聴席

議場の様子

親子傍聴席
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本会議の発言から

自由民主党金沢市議員会

横越 　徹 議員【代表質問】

新年度予算に対する市長の思い

問 村山市政 1期目の任期最後の予算編成に
臨んだ市長の思いを聞く。

答 新年度の予算編成に当たっては、未来共
創計画における前進期の最後の年となるため、
次の充実期につなげる礎となる施策の予算化に
努めた。具体的には、3歳未満の第 2子保育料
無償化などの「少子化対策」、持続可能な地域
コミュニティーに向けた地元負担の軽減などの
「まちづくりの基盤整備」、粟崎地区をはじめと
する能登半島地震からの早期復旧といった「市
民の安全安心の確保」の 3つの側面に軸足を置
いた。 （市長）

日本銀行金沢支店跡地

問 まちの魅力を高め、活力ある中心市街地
を形成する上で、日本銀行金沢支店跡地は極め
て重要なエリアである。本格整備に向け、今後
どのように検討していくのか。

答 本格整備については、まち全体へ波及
する新たな魅力やにぎわいの創出をはじめ、回
遊性の向上と快適な滞在空間の形成、文化に触
れる機会の提供など、跡地あり方検討懇話会で
示された機能の具現化を目指していきたい。あ
わせて、跡地を含む、街区全体での整備も見据
え、市民意識の醸成を図っていくことが必要で
あり、まずは、既存建物の先行利活用を進める
ことで、跡地の将来像を市民と共に思い描いて
いきたい。 （市長）

金沢スタジアム周辺のまちづくりに関して

問 金沢スタジアムのある沖町辺りでコンビニ
エンスストアがあればとの提案に対し、市街化調整
区域であり困難との答弁がこれまでの議会であっ
たが、新たに 1万人の観客を呼ぶこととなる施設
を造ったのは本市である。スタジアム周辺の土地
利用規制の見直しについて、市長の所見を聞く。

答 金沢スタジアム周辺の市街化調整区域に
おける土地利用規制については、コンビニエン
スストアが有する、災害時に物資を被災者に提
供する拠点機能を考慮し、都市計画マスタープ
ランの改定の中で、幹線道路における沿道サー
ビス施設の在り方を検討していきたい。 （市長）

オウム真理教後継団体に対する県市連携

問 地下鉄サリン事件を知らない若者を対象
に、オウム真理教後継団体が勧誘を行っていると
言われている。馳浩石川県知事には、金沢オウ
ム真理教対策協議会の相談役として協力しても
らっているが、知事も市長も就任から3年が経過
し、この間の県・市連携はどのように進んだのか。

答 国会議員時代から長きに渡り、オウム真
理教対策に取り組んできた馳知事とは、定期的
な意見交換会などを通じて情報共有に努めてお
り、引き続き、オウム真理教対策 5者会議等を
通して、石川県を含む関係機関との連携を図り、
対策を着実に進めていく。 （市長）

【質問事項】（一括質問方式）
1　新年度当初予算について
2　都心軸の再興について
3　持続可能な地域コミュニティーについて
4　金沢スタジアム周辺のまちづくりについて
5　上下水道事業について
6　除雪対応について
7　市民の安全・安心の確保について
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本会議の発言から

敗戦・被爆80周年に当たって

問 戦後80年・平和都市宣言40年記念事業
「ヒロシマ原爆・平和展 in 金沢」の開催内容を
聞く。また、80周年を機に被爆地広島等への中
学校修学旅行や少年訪問団派遣事業を検討して
はどうか。

答 ヒロシマ原爆・平和展 in金沢では、被災
資料の展示や被爆体験者の講話等のほか、新たに
VR技術を活用した映像体験を行う予定である。
また、子どもの国内研修として金沢少年の翼を実
施しており、実行委員会に対し平和の尊さや命の
大切さを学ぶ視点について提案していく。 （市長）
　中学校における広島・長崎などへの修学旅行
について、平和教育の充実に資する機会とできな
いか、校長会議等で伝えていきたい。 （教育長）

下水道ウオーターPPPの導入について

問 西部・臨海処理区の処理場等で更新支援
型維持管理包括委託を導入する準備事業費につ
いて、令和9年度以降、下水道事業におけるウオー
ターPPPの導入が汚水管改築事業における国の交
付金の要件となるためとしているが、自治事務に
対する財政を盾に取った国の介入ではないか。

答 国費支援の要件となるウオーターPPPに
ついては、全国市長会等を通じ、現行の下水道事
業運営に支障を来すことがないよう、柔軟な対応
や下水道施設の改築に係る国費支援の拡充を要望
しているが、引き続き、国へ要望したい。 （市長）

【質問事項】（一括質問方式）
1　2025年度予算案及び市長の政治姿勢について
2　本市地域防災計画の改定について
3　敗戦・被爆80周年に当たって
4　ノーマライゼーションプラン改定のためのアンケート調
査に当たって

5　障害者雇用について
6　中小企業・小規模企業振興条例の制定検討について
7　下水道ウオーターPPPの導入について
8　学びの多様化学校の設置について

みらい金沢

森 　一敏 議員【代表質問】

令和7年度予算案について

問 市長自身も人口減少を食い止めるラスト
チャンスと述べたこどもまんなか未来プランの
策定と予算化に当たり、どのような施策に危機
感が反映されているか。

答 男女の出会いの機会の提供や若い世代の
生活の安定などに意を用い、新年度予算には大
規模な婚活イベントの開催のほか、他の自治体
において少子化に効果があったとされる 3歳未
満児の第 2子保育料の無償化や結婚・出産への
経済的不安を解消するための奨学金の返還支援
などの具体の政策を盛り込んでいる。 （市長）

市長の政治姿勢について

問 金沢方式の見直しについては、地元負担
を引き下げたが、地域コミュニティーの自律性
の担保、地元負担金の寄附金としての採納の是
非、法令上の位置づけを含めた明文化による制
度の明確化、地域コミュニティーの区割りの見
直しなど課題は残された。引き続き検討機関を
設置し、住民参加の下で体系的な制度としての
合意を探ってはどうか。検討の継続について見
解を聞く。

答 市民への周知・広報の強化や地元負担の
軽減、担い手不足の対策強化など今後取り組む
べき方向性については、地域コミュニティーに
関わる部署が相互に連携し、情報共有を図りな
がら、地域コミュニティーの醸成に向けて取組
を深化させていくことが必要である。検討機関
の設置は今のところ考えていないが、まちづく
りミーティングなどを通じて地域の声を聞きな
がら、持続可能なコミュニティーを支える基盤
の強化に向けて議論を重ねていく。 （市長）
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本会議の発言から

奨学金返還支援制度について

問 新たに採用した保育士、介護福祉士、社
会福祉士等へ奨学金返還支援制度を創設するに
至った政策的な考え方と期待される効果につい
て聞く。

答 日本学生支援機構の調査によると、55％
の学生に奨学金の受給実態があり、若者との意
見交換会でも、奨学金返済が生活の負担になっ
ているとの声が多く聞かれた。保育士等の福祉
分野の職員は、他業種と比べて賃金が低く、人
材の確保は喫緊の課題となっており、保育士等
に対する奨学金返還支援制度を設けることで、
若者の経済的不安の解消を図り結婚の希望を実
現できる環境をつくるとともに、福祉分野での
人材確保にもつなげていきたい。奨学金返還を
支援することは、本市の少子化対策として重要
な施策と捉えている。 （市長）

中学校部活動の地域移行について

問 本市では、中学校での部活動がいつどうな
るのか、進学先に悩む小学校児童やその保護者も
いるのではないか。円滑な移行のため、現段階で
想定される中学校部活動の地域移行期間を聞く。

答 本市の移行期間を示す時期にはないが、
令和 8年度から令和 13年度までとされる国の
改革実行期間を見据えながら、新年度予定する
運動部活動モデル事業の団体競技への拡充や文
化部活動モデル事業の開始など、地域移行に向
けた取組を着実に進めていきたい。 （市長）

【質問事項】（一括質問方式）
1　新年度予算について
2　能登半島地震による被害からの道路と下水道の復旧復興
について

3　避難所の環境整備について
4　個人情報保護について
5　次世代ICT人材の育成について
6　全ての子どもの健やかな成長の支援について
7　奨学金返還支援制度について
8　帯状疱疹ワクチンについて
9　中学校部活動の地域移行及び地域展開について

公明党金沢市議員会

源野 和清 議員【代表質問】

能登半島地震による被害からの道路と下水道
の復旧復興について

問 道路と下水道をまとめての面的な復旧を
今後どのように関係地域へ伝えていくのか。

答 道路の沈下や陥没の本復旧については、
下水道管の被災の有無により、下水道災害と道
路災害に分類し、災害査定を経て、企業局と土
木局がそれぞれ工事を発注している。復旧に当
たり、これまでは企業局と土木局がそれぞれ関
係地域に工事箇所を周知してきたが、同一地域
で複数の工事が発注される場合もあることか
ら、そうした場合には道路と下水道の双方の工
事が分かる共通の位置図を作成することとして
おり、双方の情報が的確に地域へ伝わるよう、
各地区の町会連合会にも協力を得ながら周知し
ていく。 （公営企業管理者）

学校体育館の空調設備整備の加速化について

問 学校体育館の空調整備に特化した臨時特
例交付金は、補助率を手厚くし、実質地方負担
率を 25％として初期投資費用を抑え、後年度
負担率も平準化し、補助単価も見直された。ま
た、補助要件の懸案であった断熱性の確保につ
いては後年度実施も可能とし、令和 7年度より
光熱費については普通交付税措置が講じられ
る。整備に当たっての留意点、具体的な整備計
画を聞く。

答 新年度は、児童・生徒の熱中症対策への
効果が高く、避難所環境の向上にも資する機器
の導入や PFI 手法を含めた効率的な整備手法を
検討する。具体的な整備計画やスケジュールに
ついても併せて検討し、このたび創設された国
の補助制度等の活用も念頭に、できるだけ早期
の整備に努めていく。 （市長）
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本会議の発言から

「高齢者施策」に関して

問 地域包括ケアシステムの現状と課題への
対応、在宅医療・介護の切れ目のない支援体制
の構築について聞く。

答 本市では、今後の高齢者人口の変化と地
域コミュニティーとの整合性に配慮して、今年
度、日常生活圏域の区割りの見直しを行い、19
圏域から 20圏域に再編し、地域包括支援セン
ターを増設した。また、在宅医療・介護連携支
援センターが、相談対応や研修会などを通じて、
医療と介護のさらなる連携を進めている。今後
も、取組の充実を図り、高齢者が住み慣れた地
域で安心して暮らし続けるための支援体制を構
築していく。 （市長）

「木の文化都市・金沢」と「都市生態系再生
モデル都市」に関して

問 新金沢診断と新たな価値形成への取組、
都市生態系再生モデル都市としての価値形成、
木の文化都市の取組、国際シンポジウムの開催
について、所見を聞く。

答 木の文化都市の取組は、保全と開発の調
和を規範とするまちづくりの一環であり、木を新
たに価値づけし、歴史・自然・文化と調和した木
の文化都市の実現を目指している。都市生態系再
生モデル都市認定は、本市のまちづくり文化が評
価されたものであり、5月22日のシンポジウム
では、庭園や用水が持つ多面的機能や、生態系
回復に向けた取組の紹介等を通じ、文化を生かし
た本市のまちづくりを広く発信したい。 （市長）

【質問事項】（一括質問方式）
1　「地方創生2.0」と当初予算案に関して
2　「金沢こどもまんなか未来プラン」に関して
3　「高齢者施策」に関して
4　「金沢の庭園文化」の発信と「木の文化都市・金沢」に
関して

創生かなざわ

玉野 　道 議員【代表質問】

「地方創生2.0」に関して

問 国の地方創生 2.0 をどのように捉え、未
来共創計画との整合性をどのように図りなが
ら、市政運営を行っていくのか聞く。

答 国の地方創生 2.0 の基本的な考え方に
は、若者・女性にも選ばれる地方をつくること、
地方への移住や関係人口の増加、デジタル技術
の活用、産官学金労言の連携などの視点が盛り
込まれている。本市の未来共創計画においても、
5つの基本方針を横断する視点として、本市の
強みである文化の活用はもとより、若い世代や
民間事業者、移住者など多様な主体との連携、
あらゆる分野におけるデジタル化の推進を掲げ
ており、国の地方創生 2.0 とも整合性のある計
画であり、引き続き、計画の着実な推進に取り
組む。 （市長）

「金沢こどもまんなか未来プラン」に関して

問 金沢こどもまんなか未来プランの理念と
方向性について聞く。

答 晩婚化・未婚化の進行により、2030年
代には若者人口が急減し、少子化に歯止めが利
かない状況が予想されており、今後5年間にその
対策を強化しなければならないと考え、金沢こ
どもまんなか未来プランの基本方針の1番に、結
婚やこどもを持つことの希望を叶えられるまち
の実現を掲げた。新年度予算には、大規模な婚
活イベントの開催のほか、他の自治体において、
少子化に効果があったとされる3歳未満時の第2
子保育料無償化や、結婚や出産への経済的不安
を解消するための奨学金の返済支援などの具体
的施策を盛り込んだところである。 （市長）
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本会議の発言から

下水道施設の安全対策について

問 今年 1月 28日埼玉県八潮市で道路陥没
が発生した。原因として地下にある下水道管の
破損と見られるとしている。下水道管の安全対
策が大きな課題となり、緊急の安全チェックが
取り組まれており、金沢市での実態を明らかに
してほしいが、どうか。

答 今回の八潮市での事故を受け、翌日には
処理場につながる大口径の幹線管路が埋設され
ている 13.2 キロメートルの路面の巡視点検を
行ったほか、現在口径2メートル以上の管路5.9
キロメートルの内部において、異常がないか目
視調査を行っているところである。

 （公営企業管理者）

金沢市中央卸売市場再整備事業

問 市長をはじめ市当局は、基本設計を今年
2月末までに完了し、計画どおり工事を令和 8
年度中に着手すると繰り返し表明してきた。で
きないでは済まされない。市長自身の責任につ
いて、見解を求めるが、どうか。

答 私が先月10日に卸・仲卸の代表者で構成
する会議に出席し、市場事業者から市場再整備に
対する様々な要望や意見を聞いたが、今後の市の
進め方については理解してもらったと感じている。
これまで以上に市場事業者と真摯に丁寧に向き合
い、強固な信頼関係を築いていきたい。 （市長）

【質問事項】（一括質問方式）
1　戦後80年を迎えるに当たって
2　新年度予算と市民の願いに応えるための5つの提案につ
いて

3　下水道施設の安全対策と新たな官民連携の推進について
4　金沢方式の見直しについて
5　金沢市中央卸売市場再整備事業について

日本共産党金沢市議員団

森尾 嘉昭 議員【代表質問】

学校給食費無償化と子ども医療費助成の拡充
について

問 学校給食費無償化を実施していないの
は、県内 11市の中で、野々市市と金沢市だけ
である。市長は、この実施を拒否し、国が実施
すべきとの主張を繰り返している。子ども医療
費助成制度についても、通院を 18歳まで対象
を広げ、無料とすることを強く求めるが、見解
を聞く。

答 学校給食費の無償化については、自治体
間で格差が生じないよう国の指導により全国一
律かつ恒久的に実施されることが望ましく、本
市独自の給食費の無償化は考えていない。子育
て支援医療費助成については、順次対象年齢の
拡大等を行ってきており、昨年度も入院に係る
助成対象を拡大したところである。 （市長）

国民健康保険料引き上げ中止を

問 新年度予算で、国民健康保険料の引き上
げが提案されている。加入者一人当たり年間保
険料は前年度に比べ 12.45 ％引き上げられ、金
額で1万3,942円の増加となる。かつてない大
幅な保険料の引上げであり、引上げを中止する
ことが求められるが、市長の見解を聞く。

答 国民健康保険料の今回の引上げについて
は、医療の高度化等に伴う一人当たりの医療費
の増等により、県から示された標準保険料率が
大幅増となったことが主な要因である。市民生
活への影響に配慮し、基金を取り崩すことで保
険料率の一部を据え置くこととしている。

 （市長）
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本会議の発言から

みらい金沢

黒口 啓一郎 議員

まちなかの跡地活用・日本銀行金沢支店跡地

問 日本銀行金沢支店跡地にある樹齢500年
とも言われるタブノキをどう評価しているか。ま
た、今後の取得交渉はどのような考えで臨み、取
得できた際の市民への公開をどう考えているか。

答 1580 年の大火から焼け残った火除けの
木との言い伝えや、北陸経済の発展を見守る神
木として大切にされてきた由緒ある木だと聞い
ている。歴史的価値に加え、健全で木の姿が美
観上優れており、都市景観の観点からも貴重な
樹木で、保存樹に相当する特色を備えているこ
とから、タブノキを含め、敷地や既存の建物を
可能な限り開放し、にぎわい創出につなげたい。
 （市長）

デジタル浸水センサーの導入

問 デジタル浸水センサーはどのような機能
を持ち、何か所に設置され、どう生かすのか。
また、市全体への拡大や市民に向けた情報提供
など、今後の展望を聞く。

答 リアルタイムに浸水の有無を把握できる
もので、試験的に浸水実績のある水路等に 10
か所設置し、効果や運用上の課題等を検証する。
その結果を踏まえ、浸水リスクの高い地域への
増設を検討する。また、浸水センサーの情報は、
国土交通省ウェブサイト「川の防災情報」で確
認できる。 （土木局長）

【質問事項】（一括質問方式）
1　まちなかの跡地活用
2　少子化対策・子育て支援
3　広報戦略
4　自治体DX
5　地域防災計画見直し
6　災害廃棄物処理計画
7　労働者協同組合

自由民主党金沢市議員会

野本 正人 議員

日本郵便金沢有松社宅跡地問題について

問 日本郵便金沢有松社宅跡地と三馬小学校
用地を有効活用した南部地区教育・福祉施設再
整備基本構想策定費が計上されているが、再整
備の意義及び方向性について聞く。

答 三馬小学校については、現地建て替えの
場合の建築規制やグラウンドへの仮設校舎の設
置が必要になるなど、児童の教育環境に大きな
影響が生じることから、日本郵便金沢有松社宅
跡地への移転新築を行うこととし、新年度、基
本設計に着手する。 （市長）

本市観光施策の現状と課題について

問 マナー啓発動画が閲覧できる二次元コー
ド付きシールの制作などで対策に乗り出してい
るが、オーバーツーリズムの現状をどのように
認識し、新年度にどのような対策を講じるのか。

答 一部観光地において、一時的な集中によ
る混雑やマナー違反行為が発生していることは
認識している。AI カメラによる主要観光地の
ライブ映像配信をはじめ、金沢駅のデジタルサ
イネージでのマナー啓発動画の放映や、商店街
等と連携した観光地の美化推進モデル事業の実
施などに取り組むとともに、混雑・集中の状況
やその原因の把握・分析を行い課題解決のため
の方策を検討し、具体的な対策を講じていく。
 （市長）

【質問事項】（一括質問方式）
1　日本郵便金沢有松社宅跡地問題について
2　本市の新しい交通システムについて
3　本市における地下水の保全と活用について
4　本市観光施策の現状と課題について
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本会議の発言から

自由民主党金沢市議員会

中川 俊一 議員

カラス対策について

問 カラス対策は観光客が多く訪れるまちな
かに重点が置かれているように見受けられる。全
市民が安心して暮らせる環境づくりを進め、そ
の結果として観光客にも快適になるのが本来の
姿だと考えるが、市内全域で取り組むべきでは
ないのか。また、カラスへの手出しがままならな
い現状をどう捉え、対処しようとしているのか。

答 金沢城での集団ねぐらのカラスに対し、
実験的な追い払いや調査を行ってきた。郊外で
営巣・活動するカラスにも対応するため、まち
なかで効果が確認された特殊波動装置の貸出し
や新年度の LED光線での追い払い実験の結果
を踏まえ、まちなか以外の対策へ反映させられ
るか検証する。また、鳥獣保護管理法によりカ
ラスの捕獲・殺傷などは原則禁止だが、被害が
ある場合などは許可を受けて捕獲できる。金沢
城公園内では捕獲おりによる駆除も実施中であ
り、県とも連携しながら、生息数の管理等を含
め、様々な手法を総合的に講じていく。 （市長）

空き家対策について

問 空き家は金沢市内でも 1万 1千戸以上が
存在し、特定のエリアだけでなく各地域での活
用が望まれるが、区域ごとに支援が異なるため、
他地域の対策が遅れたり、関心が薄れたりする
懸念がある。空き家を有効活用することで、各
地域の活性化につながると考えるが、どうか。

答 空き家対策は全市的課題と位置づけ、改
定予定の空き家等管理・活用計画でも市内全域を
対象としている。内部リフォームや、危険空き家
除却等への補助制度の利用を促すとともに、啓発
活動や専門家団体との相談体制整備などを通じ、
活用と管理の両面から取り組んでいく。 （市長）

【質問事項】（一問一答方式）
1　埋設排水管について
2　カラス対策について
3　空き家対策について

公明党金沢市議員会

山本 ひかる 議員

こども誰でも通園制度について

問 保護者の就労要件を問わず、利用可能枠
の中で柔軟に保育を利用できる「こども誰でも
通園制度」の新年度モデル事業について、具体
的なスケジュールと、全ての教育・保育提供区
域で受入れが可能となるのかを聞く。

答 施設側が設置する設備や運営などの基
準を定める条例を、6月定例月議会で上程する
準備を進めている。できるだけ早い段階で利用
者に制度の周知を図り、7月から利用できるよ
う受入れ体制の整備に努める。教育・保育提供
区域のそれぞれのエリアで需給状況の差はある
が、全ての区域での実施を見込んでいる。

 （市長）

安心して利用できる搾乳室について

問 出産後の女性が外出時に搾乳が必要と
なった場合、衛生的にも安心な授乳室を利用で
きるよう、本市役所の館内図に授乳室を分かり
やすく表示し、搾乳にも利用しやすいような配
慮をお願いしたいが、所見を聞く。

答 館内図の表示については、3月末の庁舎
内の配置換えに合わせ、授乳室の設置場所を分
かりやすく表示していく。また、本庁舎等に来
た際に搾乳が必要となった場合には、気軽に授
乳室を利用してもらえるよう、そのことが分か
るよう掲示を工夫していく。 （総務局長）

【質問事項】（一括質問方式）
1　子宮頸がん対策について
2　こども誰でも通園制度について
3　安心して利用できる搾乳室について
4　GIGAスクール構想について
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本会議の発言から

日本共産党金沢市議員団

山下 明希 議員

安心・安全な質の高い保育制度の構築を求める

問 こども誰でも通園制度は、子どもの安
心・安全が保障されるのか、また、預かる側の
保育所等の負担が大きいなど、既に懸念の声が
あり、抜本的な見直しが必要だと考える。新年
度、本市でモデル事業を進めるに当たり、保育
士の配置基準や資格の有無について、どのよう
に定めるのか。

答 施設側が設置する設備や運営などの基準
を定める条例を6月定例月議会に提出する準備
を進めており、その中で保育士の配置基準や資
格の有無について定めていく。 （こども未来局長）

平和町線における連節バスの実証運行について

問 2026 年から平和町線で連節バスの実証
運行を開始するという計画であり、道路環境の
整備などが行われるとのことだが、地域住民か
ら安全性や道路環境について心配の声がある。
この道路環境の整備において、市民生活や通常
の交通への影響はないのか聞く。

答 通常の路線バスの運行や一般の道路交
通、歩行者の安心・安全など、市民生活に影響
が出ないように道路管理者や交通管理者等の
関係機関と調整し、整備することとしている。
 （市長）

【質問事項】（一問一答方式）
1　児童福祉施策について
2　不登校支援について
3　市立病院事業について
4　公共交通について

創生かなざわ

高務 淳弘 議員

金沢21世紀美術館の長期休業について

問 金沢 21世紀美術館の長期休業は近隣店
舗の経営を厳しくすることから、全館閉館では
なく修理の様子を一般公開することや、近隣施
設でのデジタルミュージアム＋を活用した展示
など、人の流れを途切れさせない対策を望むが、
考えを聞く。

答 老朽化した空調機器の全面更新をはじ
め、大規模修繕が必要となるが、本来 2年かか
る工期を実施設計において工期等を調整し、休
館期間を 11か月にとどめた。国内外から多く
の人が来館する施設であることから、にぎわい
に資する具体的な取組を速やかに関係機関と協
議する。 （市長）

結婚新生活支援事業費補助金の必要性と本市
の対応

問 石川県では結婚新生活支援事業を進めて
おり、県内各市町で制度構築が進んでいるが、
本市にない理由を聞く。

答 本市は移住・定住を進めるために充実し
た住宅取得奨励金制度を設けており、その制度
に子育て世帯、若い世帯等に対し奨励金を加算
している。安心して子育てできる環境の充実に
向け、金沢こどもまんなか未来プランを取りま
とめたところであり、若い世帯や子育て世帯に
安心して住み続けてもらえるよう施策の充実を
図る。 （市長）

【質問事項】（一問一答方式）
1　「伝統を継ぐ」本市の地域資源を次世代につなぐ
2　積極投資の中、徴税と救済措置と税の使い方
3　結婚・出産への施策について
4　防災対策強化と購入機器・機材の平時運用について
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本会議の発言から

みらい金沢

川島 美和 議員

女性の休暇制度の状況と利用拡大について

問 月経痛については気軽に話題にしにくい
こともあり、周囲から理解されないことも多い
のが現状である。その改善として、労働基準法
で定められた生理休暇が挙げられるが、女性従
業員の労働環境をよくするための休暇制度にも
関わらず、取得率は非常に低い数値となってい
る。安心して休暇制度を取得できる配慮が必要
と考えるが、民間企業への環境整備をどう進め
ていくのか。

答 これまでも、労働相談窓口で社会保険
労務士が相談に応じているほか、企業が創設し
た休暇制度を本市のホームページで紹介してい
る。また、新年度に総合労働相談窓口を開設し、
相談体制を強化するほか、社会保険労務士等の
専門家を企業に派遣し、女性の労働環境整備を
支援する。 （市長）

ペットの防災について

問 金沢市の犬の登録数は 2月末の調査では
17,470 頭であり、猫はその倍だと言われてい
るが、本市のペット専用避難所選定状況を聞く。

答 第二次地域防災計画の改定の中で、避難
所の適正配置や規模など、在り方について検討
することとしている。ペットの同伴避難につい
ては、受入れ可能な施設の選定などについて検
討していく。 （危機管理監）

【質問事項】（一括質問方式）
1　働く女性の労働環境の改善について
2　困難な問題を抱える女性への支援について
3　人権について
4　防災強化について

金沢さくら会

清水 邦彦 議員

森本地区のまちづくりについて

問 森本地区の新市民センターは、市民サー
ビス窓口機能を基本に地域の各種団体の事務的
機能を持ち、地域住民の交流の場や居場所とし
ての複合施設に整備することで、地域活性化に資
すると期待するが、整備に当たっては利便性の高
い立地が重要であり、地元との協議の場も必要と
考えるが、どのような方向で進めていくのか。

答 地元の思いを踏まえ、地域の活性化に資
する機能を備えた複合施設を森本駅周辺に整備
できないか検討していきたい。新年度、庁内横
断プロジェクトチームで必要な機能や、適地の
確保に向けた調査検討を行い、適宜、地元の意
見を聞きながら、取組を進めていく。 （市長）

三谷小学校閉校後の利活用について

問 地域の子どもたちの学びの場で、地域住
民の心のよりどころとして長い間親しまれてき
た三谷小学校が閉校となるが、人口減少が進む
地域が一縷の希望を託す地域の再生を図る跡地
利活用の方針について聞く。

答 三谷地区は、社会の礎となる多くの人材
を輩出するとともに、四季折々の豊かな自然環
境に加え、歴史的・文化的資産を有する魅力的
な地である。また、学校は、地域コミュニティー
にとって大切な場所であり、その跡地について
は地域の意見も十分に聞きながら、三谷地区の
活性化に資する利活用を検討していく。 （市長）

【質問事項】（一括質問方式）
1　施策方針について
2　未来共創計画に基づく施策について
3　能登半島地震関連施策について
4　都市計画マスタープラン改定について
5　森本地区のまちづくりについて
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本会議の発言から

自由民主党金沢市議員会

柿本 章博 議員

デジタル市民パスポート導入と避難所運営の
デジタル化

問 開発予定のデジタル市民パスポートを
使った避難所の入退所は具体的にどのような運
用になるのか。また、公共施設への二重価格導
入時の活用可能性について、見解を聞く。

答 避難所に設置した二次元バーコードを読
み取ることにより、どこの避難所に誰が入所し
たか、クラウド上で分かる仕組みとなる。導入
後の防災訓練では、市民に実際に利用してもら
い、その際に分かりやすいマニュアルを作成す
るなど、万全の準備をしていく。 （総務局長）
　公共施設への二重価格の導入については、課
題も多く、引き続き、他都市の動向等を注視し
ていくが、デジタル市民パスポートの活用は今
後の研究課題としたい。 （市長）

諸江地区の金沢市編入100年について

問 諸江地区は金沢市編入100周年を迎える
が、地域の課題認識と次の100年に向けた市長
の思いを聞く。

答 地域情勢に起因する防災・減災における
課題や、子育てや福祉などの課題を認識してい
る。これまでの地域の思いを未来につなげてい
く取組を予定していると聞いており、町会連合
会や各種市民団体が活発に活動している中で、
若者世代をはじめ、各世代が参加する協働によ
るまちづくりのモデルになってほしいと考えて
いる。 （市長）

【質問事項】（一括質問方式）
1　金沢市DXアクションプランについて
2　第11回金沢マラソンについて
3　中小企業・小規模企業振興条例について
4　公共交通政策について
5　被災地域コミュニティ施設等再建支援事業について
6　諸江地区の金沢市編入100年について

自由民主党金沢市議員会

荒木 博文 議員

金沢市医療的ケア児等コーディネーター制度
のさらなる活用について

問 金沢市医療的ケア児等コーディネーター
制度を、より多くの子どもたちに活用してもら
うための課題と今後の強化策について聞く。

答 本制度は認知度が十分でない課題がある
ため、支援情報をまとめたポータルサイト開設
や医療的ケア児等の家族会と協働でハンドブッ
クを作成・配布した。新年度は、日本小児保健
協会学術集会へのブース出展等を通じて広報を
強化し、コーディネーター間の連携強化と支援
スキル向上に取り組む。 （市長）

医療的ケアやサポートが必要な子の子育てハンドブック

玉川図書館のリニューアルについて

問 リニューアル後の玉川図書館をどのよう
に活用し、読書推進と文化を融合させるのか。

答 リニューアル後の玉川図書館は、建築意
匠を復元し、1階に閲覧室を集約して利便性を向
上させる。隣接する子ども図書館と連携し、金沢
の伝統や建築、文学に親しめる展示やイベントを
開催し、幅広い世代の読書を推進する。 （教育長）

【質問事項】（一括質問方式）
1　女性消防分団の創設に向けた課題と展望について
2　観光地周辺環境の向上に向けた施策について
3　読書教育の推進について
4　消費者教育について
5　金沢市医療的ケア児等コーディネーター制度のさらなる
活用について

6　医療的ケア児も含めた個別避難計画と福祉避難所の整備
について
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本会議の発言から

創生かなざわ

熊野 盛夫 議員

若者や女性にも選ばれる地方について

問 石破首相は施政方針演説で、「地方創生
2.0」を強力に推し進めることを宣言し、若者
や女性が「楽しい」と思える新しい出会いや気
づき、そこから生まれる夢や可能性を重視して
いる。本市においても、若い女性の流出が課題
の一つであると聞くが、何を重視し、どのよう
な施策でアプローチを図ろうとしているのか。

答 若い女性が金沢で安心して働き、暮らし、
子育てできる機会を創出するとともに、そう
した環境を整えていくことが重要だと考えてい
る。このため、未来共創計画において、あらゆ
る分野における女性の参画と活躍の促進に向け
た施策を掲げ、その推進に取り組んでいる。新
年度は女性の学生と社会人が金沢での暮らしや
子育て等について語り合う交流会を新たに開催
することとしており、加えて、今般取りまとめ
た金沢こどもまんなか未来プランでは、結婚や
子どもを持つことの希望をかなえられるまちの
実現を掲げ、婚活や奨学金返済の支援など、具
体の政策を盛り込んでおり、そうした多面的な
政策を展開していくことで、結果として、女性
はもちろんのこと、若い世代にも選ばれ、持続
的に成長するまちの実現につなげていきたいと
考えている。 （市長）

【質問事項】（一括質問方式）
1　令和7年度当初予算について
2　持続可能なシステムへの転換
3　二地域居住について
4　金沢港について
5　農業施策について
6　文化施策について
7　児童・生徒の安全について
8　環境政策について

みらい金沢

坂本 順子 議員

中学校の部活動の地域移行について

問 新年度配置予定の運動部活動地域移行
コーディネーターの役割と、今後の地域移行に
向けた方針やスケジュールを聞く。

答 モデル事業を円滑に実施するため、新た
に学校と競技団体等の橋渡し役となる運動部活
動地域コーディネーターを配置するほか、学校
体育館を活動拠点として、団体競技をモデル事
業に追加し、さらなる波及効果を生み出してい
く。国の改革実行期間も見据えながら、地域移
行に向けた取組を着実に進めていく。 （市長）

女性参画について

問 女性が働きやすい環境をつくり上げるた
めには、積極的な女性管理職の登用が望まれる
が、女性管理職のさらなる登用について聞く。

答 特定事業主行動計画の計画改定に合わせ、
管理職は20％以上、主査級以上は35％以上に
引き上げる。この計画に基づき、働きやすい職場
環境の整備や女性職員のキャリア形成支援に取
り組んでいき、管理職をはじめ、課長補佐や係長
にも意欲と能力のある女性職員を積極的に登用
するなど、計画的な育成を図っていく。 （市長）

【質問事項】（一括質問方式）
1 教育について
 19 歳以下の人口減少の分析について／図書館教育の必
要性と充実に向けて／部活動の地域移行について／オン
ライン不登校支援について／体育館の空調設備について
／教育課程の編成について

2 子育て支援について
 まちの子育て保健室の実績と拡充について／体調不良児
対応型の保育施設について

3 女性参画について
 女性参画の進捗状況と課題について／取組の成果につい
て／今後の方針と施策について

4 市営墓地について
 能登半島地震からの復旧状況について／無縁墓の対応に
ついて／新たな納骨スタイル検討事業について

5 鳥獣・虫・外来種による被害と対策について
 カラスや獣、虫による被害や対策について／外来種によ
る被害や影響について／対策強化について
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本会議の発言から

日本共産党金沢市議員団

広田 美代 議員

金沢方式について

問 金沢方式の地元負担は法律にも条例にも
記載がなく、歴史的に見ても市が財政負担を回
避するために設けたことがうかがえる。消防組
織法や社会教育法では、住民の寄附を前提とし
た施設整備を認めているわけではなく、本来、
市民の命を守り、社会教育を普及させるために、
自治体が設置するものとして制度設計されてお
り、住民が要望し、負担しなければ建て替えな
いという状況はあり得ない。今回の見直しで地
元負担をなくすことを検討しなかったのか。

答 多少の地元負担を伴ってでも公民館の設
置を求める金沢方式は、昭和27年頃に始まった
と推察できる。金沢の地域コミュニティーは、地
域を自分たちで守り、育て、運営していくとい
う基本的な考えの下、地域主導、ボランティア、
地元による一定の負担で成り立っており、継承し
ていくべきまちづくりの文化だと思っている。今
回の見直しでは、40年以上変わっていない地元
負担の割合に勇気を持って一歩踏み出し、地元
負担を5分の1に軽減するなどを行った。 （市長）

問 寄附が自発的なものとしながら、住民に
負担を割り当て、予算計上することは、地方財政
法に違反するのではないか。また、負担ではな
く寄附であることを明確に周知するよう求める。

答 公民館等の整備は、地元負担が生じること
を了承の上で予算計上している。地元負担相当分
は、整備完了後に、地元からの寄附申出に基づき、
寄附金として採納する予定であり、地元負担の強
制ではない。地方財政法でも自発的な寄附は禁止
するものではないと解釈され、問題はないと考え
ている。寄附の周知については、歳入方法と実態
が違うため、これまでどおり周知する。 （市長）

【質問事項】（一括質問方式）
1　金沢方式について

自由民主党金沢市議員会

道上 周太 議員

第2子の保育料無償化について

問 第 2子の保育料無償化への市長の思いと
併せて、新年度予算の中で少子化対策をどのよ
うに総合的に進めていくのか。

答 第 2子の保育料無償化が少子化対策に有
効であると考え、新年度から実施する。誰もが
結婚や出産の希望をかなえられる環境の実現に
向けて、少子化対策に全力で取り組む。 （市長）

奨学金返還支援制度について

問 新たに創設される奨学金返還支援制度
の対象者の要件や適用となる事業所の要件と併
せ、その支給方法について聞く。

答 福祉分野での人材確保に加えて、若者の
経済的不安の解消を目的として、雇用日時点で
の年齢が 30歳未満の保育士、介護福祉士、社
会福祉士などの資格を持つ人を要件としてお
り、個人に対して支給する。 （こども未来局長）

【質問事項】（一括質問方式）
1 少子化対策、こども施策
 第2子の保育料無償化、少子化対策について／かなざわ
婚活支援事業について／石川県の婚活事業との連携につ
いて／かなざわ子育てすまいるクーポンについて／子育
て支援情報の発信強化について

2 こども、若者の第3の居場所づくり
 ユースセンターの開設について／ユースワーカーの養成に
ついて／夏季休業期間のこどもの居場所づくりについて

3 奨学金返還支援制度
 制度の概要について／周知広報について
4 広報戦略
 広報戦略課への改編について／公式 LINE のリニューア
ルについて

5 関係人口の創出・拡大
 関係人口創出民間提案事業について／ふるさと納税の所
管の移管について／金沢版ふるさと納税制度活用大学寄
附金事業について
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本会議の発言から

みらい金沢

粟森 　慨 議員

用水について

問 用水は行政と民間とで管理を行っている
が、将来、維持管理が難しくなるのではないか。
また、国史跡辰巳用水の風化対策や災害復旧、
魅力発信及び維持管理について聞く。

答 用水は利水・排水施設、景観創出として
重要なインフラであるが、老朽化や担い手不足
は全国でも喫緊の課題になっており、持続可能
な維持管理に向けて関係部署が連携し、役割分
担や管理手法を研究していく。辰巳用水は、管
理する土地改良区の構成員が減少するととも
に、度重なる災害により用水が毀損するなど、
取り巻く環境が変化していることから、管理運
営体制について関係機関と協議を進める。金沢
の庭園文化の魅力発信とともに、構成要素であ
る辰巳用水の魅力や役割などを広く発信し、遊
歩道については定期的に除草し、安全確保と魅
力発信につなげていく。 （市長）

地域除排雪活動費補助金について

問 今冬の大雪を踏まえ、地域除排雪活動費
補助金を地域の実態に合わせた制度に見直すこ
とができないか。

答 2 月は平年の積雪量を大きく超え、平野
部と山間部の降雪量の差が顕著であった。現行
の補助制度は市内全域一律の対応となっている
が、地域の実情を踏まえつつ、制度の内容や運
用について検討する。 （市長）

【質問事項】（一括質問方式）
1　用水について
2　食文化継承振興費について
3　除雪体制について
4　教育について

創生かなざわ

大西 克利 議員

少子化対策について

問 本市の人口は少子化の流れを受け、減少
傾向にあるため、これから子どもを持ちたいと
思う人への支援や結婚を希望する人への支援は
大変重要であると考える。本市の少子化対策に
ついて、次年度以降どのように進めていくのか。

答 金沢こどもまんなか未来プランの基本方
針の 1番目として、結婚や子どもを持つことの
希望がかなえられるまちの実現を掲げている。
この新たなプランの具現化に向けて若者や子育
て世帯に対する様々な施策を盛り込んでおり、
関係課の連携を強化して少子化対策に全力で取
り組んでいく。 （市長）

主権者教育の充実について

問 主権者教育では、若い人たちが、政治に
ついて考えることや政治とつながることは自分
たちの未来を創造することにつながると認識す
ることが大切だと考える。今後、学校現場にお
ける主権者教育をさらに充実していくために何
が必要でどのような課題があるのか、教育委員
会の考えを聞く。

答 児童・生徒にはこれからの社会の創り手
としての当事者意識を醸成することが必要であ
ると考えている。この課題の解決を図るために
児童・生徒が自ら考えることを重視している新
金沢型学校教育モデルの実践を通して、主権者
教育の充実を図っていきたい。 （教育長）

【質問事項】（一括質問方式）
1　令和7年度予算における少子化対策
2　闇バイトに関連する問題
3　若い人の市政への参加
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本会議の発言から

自由民主党金沢市議員会

麦田 　徹 議員

耐震化済管路について

問 マンホールトイレの整備を加速するとし
ているが、拠点避難所にマンホールトイレが整
備されても、下水処理場までの下水道が機能し
ていなければ使用できない。今回の地震を受け
て、これまで進めてきた下水道の耐震化済管路
に被害はなかったのか。

答 地盤が軟弱で被害の多かった地域では、
マンホールの接続部などに耐震対策をした管に
ついても多少ゆがみが生じ、汚水が滞留した箇
所はあったが、流下能力に問題はなく、耐震化の
効果はあったと考えている。 （公営企業管理者）

避難所運営マニュアルに関して

問 災害発生時は直接死への対応もさること
ながら、災害関連死を防ぐ対策が必要であると
考えるが、本市における避難所での災害関連死
防止の取組や、避難所運営マニュアルの見直し
をどのように行っていくのか。

答 能登被災地からの避難者を受け入れてき
た広域避難所で得た経験や知見を、新年度の避
難所運営マニュアルの見直しに反映させること
で、避難所での災害関連死の防止に意を用いる。
また、防災訓練やかがやき発信講座を通じて、
地域の自主防災組織やボランティアに対して
災害関連死に関する知識の醸成を図っていく。
 （市長）

【質問事項】（一問一答方式）
1　下水道復旧について
2　市立工業高校の宇宙への取組について
3　除雪について
4　避難行動について
5　工業団地整備について
6　日本銀行金沢支店跡地について

本会議の
発言から
（緊急議会）

1月20日（月）
・中川　俊一 議員（自民党） P.19
・新谷　博範 議員（みらい金沢） P.19
・源野　和清 議員（公明党） P.19
・山下　明希 議員（日本共産党） P.19

※ 掲載している内容は、発言した議員本人が　作成
した原稿をもとにしています。

提案理由説明（要旨）

1月20日に、低所得者向けの給付金やプレ
ミアム商品券事業をはじめとする補正予算
案を審議するための緊急議会が開催され、
4人の議員が質疑を行いました。各常任委
員会での議案の審査の後、市長提出の議案
1件は原案のとおり可決されました。

◆低所得世帯への支援
　住民税非課税世帯等に対し緊急支援給付金を
支給する。加えて、児童扶養手当受給世帯のう
ち、緊急支援給付金の対象とならない世帯に、
市独自に同額の給付金を支給する。また、生活
保護世帯等を対象に、冬期における光熱費の一
部を助成する。
◆地域経済活性化
　買物負担を軽減し、地域の消費を下支えする
ため、各商店街が実施するプレミアム商品券の
発行を支援する。
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本会議の発言から

みらい金沢

新谷 博範 議員

ひとり親世帯緊急支援給付金事業について

問 住民税非課税世帯等緊急支援給付金及び
ひとり親世帯緊急支援給付金による物価高騰に
対する支援効果をどう期待しているのか。経済
波及効果に関する見解も聞く。

答 支援の効果については、経済への波及効
果というよりも、低所得世帯の負担の軽減を目
的としている。様々な事情によって働くことが
できず、賃金上昇の対象とならない人々が、現
在のエネルギー・物価高騰を乗り切るための支
援措置となることを期待している。 （市長）

【質疑事項】（一括質問方式）
1　予算案に計上された6事業に充当する財源の構成について
2　住民税非課税世帯等緊急支援給付金事業について
3　ひとり親世帯緊急支援給付金事業について
4　福祉施設光熱費物価高騰特別対策費について
5　福祉施設食材料費物価高騰特別対策費について
6　金沢の買い物応援商品券事業費について

自由民主党金沢市議員会

中川 俊一 議員

住民税非課税世帯等緊急支援給付金事業につ
いて

問 低所得世帯は物価上昇に対して賃金や年
金の引上げで十分に対応できておらず、生活は
厳しい状況である。国の補正予算を受けて、迅
速な支援を求めるとともに、今後の給付スケ
ジュールについて聞く。

答 物価高騰に最も切実に苦しんでいる低所
得世帯に迅速に支援を届ける必要がある。本補
正予算の議決後、速やかにシステム改修等の給
付事務に着手し、2月中旬には案内を送付し、3
月上旬から順次支給する。 （福祉健康局長）

【質疑事項】（一括質問方式）
1　住民税非課税世帯等緊急支援給付金事業について
2　ひとり親世帯緊急支援給付金事業について
3　福祉光熱費助成金について
4　金沢の買い物応援商品券事業について

日本共産党金沢市議員団

山下 明希 議員

市独自の財源について

問 重点支援地方創生臨時交付金のうち推奨
事業メニューでは、農林水産業や中小企業等へ
の支援、上下水道料金の減免などにも交付金が
充当できる。市独自の財源を積極的に投入し、
こうした事業を行う検討をしたのか聞く。

答 エネルギー・物価高騰の影響を強く受け
る低所得世帯や福祉施設等を優先的に支援する
必要があると考え、国から交付される重点支援
地方交付金を全額活用し、必要な対策を行い、
今後も国や県の動向を注視しながら、適宜適切
な対応・対策を検討していく。 （市長）

【質疑事項】（一括質問方式）
1 物価高騰の影響と今回の補正予算編成について
2 住民税非課税世帯等緊急支援給付金事業費及びひとり親
世帯緊急支援給付金事業費について

3 福祉光熱費助成金について
4 福祉施設光熱費物価高騰特別対策費及び福祉施設食材料
費物価高騰特別対策費について

5 金沢の買い物応援商品券事業費について
6 市独自の財源について

公明党金沢市議員会

源野 和清 議員

ひとり親世帯緊急支援給付金事業費について

問 国の推奨事業メニューのうち、子育て
世帯支援として、低所得の独り親世帯への給付
金等の支援も可能であることを明確化するとし
て、こども家庭庁からの事務連絡に示されてい
る。財源について、国庫支出金である物価高騰
対応重点支援地方創生臨時交付金からどの程度
充当されるのか。

答 ひとり親世帯緊急支援給付金などの本市
独自の物価高騰対策や地域経済活性化策には、
国から内示のあった交付金の推奨事業メニュー
分8億9,000万円余の全額を充当し、差額の約
1億 9,000 万円について、令和5年度の決算剰
余金の一部を充当している。 （市長）

【質疑事項】（一括質問方式）
1　ひとり親世帯緊急支援給付金事業費について
2　福祉施設光熱費物価高騰特別対策費について
3　福祉施設食材料費物価高騰特別対策費について
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常任委員会連合審査会

高尾城跡の市史跡指
定に向けた現地調査は完
了したとの認識でよいか。
また、今後の指定に向け
た手続とスケジュールを
聞く。

市史跡指定を目指し、今年度コジョウ地区に
おいて実施してきた、権利者を確定するための公
図調査と地区界調査は完了した。また、令和 4年
度から着手してきた高尾城跡の詳細調査の成果を
取りまとめ、3月末に報告書として刊行する。今後、
地権者に対し、詳細調査の成果等を説明した上で、
市史跡指定に係る地権者の同意の取得を進め、全
ての地権者の同意がそろい次第、文化財保護審議
会に諮問していきたい。 （文化財保護課長）

地域除排雪活動費補助金だが、現在の制度で
は、雪害対策本部の設置期間ごとに助成金額の上
限が定められている。これは降雪が長期間に及び、
町会による機械除排雪
活動が何度も繰り返し
行われることで、制度
の上限額を大きく超え
ることを想定していな
いのではないかと考え
るが、制度設計を見直
す考えはないのか。

制度の内容や運用については、今後の気象状
況や地域の実情を踏まえつつ、他都市の事例を参
考にし、検討していきたい。 （土木局長）

【質疑事項】
①南部地区教育・福祉拠点施設機能検討について
②市営住宅学生入居推進モデル事業の拡大について
③スマート交差点整備モデル事業について
④道路舗装補修について
⑤克雪都市づくり対策について
⑥放課後児童支援員の処遇改善について
⑦個別避難計画作成の推進について
⑧市立病院移転整備基本計画と基本設計について
⑨全国山城サミット2025連携推進について
⑩山林火災について

問

答

問

答

埼玉県八潮市で発生した道路陥没事故では老
朽化した下水道管が原因で多大な被害が出ている
が、企業局における事故後の対策を聞く。また、
老朽化が見込まれる下水道管等がどのくらいある
のか。さらに、ロボットカメラによる調査の早急
な推進が必要だと思うが、所感を聞く。

事故を受け、口径 2メートル以上の管路 5.9
キロメートルの内部に異常がないか目視調査を
行った。下水道総延長2,430キロメートルのうち、
設置から50年以上経過した管は全体の7.5％であ
り、20年後には58％に及ぶ見込みである。

 （下水道整備課長）
　カメラ調査は下水道管の劣化を判断する重要な
調査であるため、調査の前倒しなどを検討してい
く。 （企業局次長）

災害時避難所となる学校体育館は、夏は異常
な暑さに見舞われ、冬は極寒となり、能登半島地
震による被災者を受入れた避難所は、24時間石油
ストーブに給油するなど苦労が見られた。金沢市
立小中学校の普通教室空調設備の進捗率及び来年
度の特別教室空調設備導入予定等について聞く。

小中学校の普通教室は令和 3年度に整備を終
えており、進捗率は 100％である。特別教室であ
る音楽室や図書室、保健室などは令和 7年度末で
61％となる見込みで、屋内運動場については PFI
手法を含めた手法などを検討し、なるべく早期の
整備に努めていく。 （教育総務課長）

【質疑事項】
①下水道維持管理改築について
②小中学校空調設備事業及び学校屋内運動場空調設備事業
費について
③旧菓子文化会館について

問

答

問

答

自由民主党金沢市議員会

北　　幸栽 委員福田　太郎 委員
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宇夛　裕基 委員

若年層の意見を取り入れたまちづくりを推進
するため、都市計画マスタープラン改定に向けた
市民アンケートや、学生や集合住宅居住者の町会
加入促進等に向けたアンケートについては、調査
手法の工夫が必要だと考えるが、どうか。

年代別の人口比率を加味して対象者を抽出す
るなど、世代間のバランスに配慮するとともに、
ウェブ回答の活用など、より若い世代の意見を把
握できるよう準備を進めていく。 （都市計画課長）
　集合住宅に住む 40歳以下の若い世代を対象に
郵送で調査を依頼し、インターネットによる回答
を予定している。 （市民協働推進課長）

【質疑事項】
①地域除排雪活動費補助について
②若年層の意見を取り入れたまちづくりについて
③子育て支援、少子化対策について
④不登校対策推進費について
⑤ボランティア大学校修了生の活用について
⑥市営陸上競技場100周年記念イベントについて

問

答

数ある子育て支援や少子化対策の中で、保育
料の無償化、給食費の無償化、子ども医療費の無
償化の 3項目を検討対象に選定した理由を聞く。
また、国への積極的な要望を継続すべきと考える
がどうか。

本会議等を通じてこの 3つの無償化に係る質
問・提案があったことや、全国的にこの 3つの無
償化について議論されていることを踏まえたもの
である。また、中核市の調査を行った結果、改善
効果が最も高く表れていたのが保育料であったこ
とから、3歳未満児の第 2子無償化にかかる予算
を計上した。 （こども未来局長）
　学校給食費の無償化については、国の動向を注
視していくとともに、子ども医療費助成について
は、今後も全国市長会などを通じて国へ要望して
いく。 （市長）

問

答

訪問看護・訪問介護事業所の指定権者は本市

だが、当該法人であるサンウェルズによる本市へ

の不正請求の有無を確認したのか聞く。

当該法人の訪問看護の不正請求は医療保険適

用分の診療報酬に関するものであり、現時点で本

市として確認は行っていないが、国において調査

が進められていることから、その動向を注視して

いる。 （介護保険課長）

当該法人であるサンウェルズへの監査の結

果、訪問介護における不正請求が発覚した場合の

指定取消手順及び不正請求分の回収と加算金請求

に関する見解を聞く。

問

答

問

新谷　博範 委員

みらい金沢 運営指導や監査で不正請求が判明した場合

は、国への報告、事業者への聴聞や弁明の機会の

付与を行った上で、これまでの他自治体への処分

例等を踏まえ、処分内容を決定する。不正請求さ

れた介護報酬の返還に当たっては、介護保険法の

規定により、返還額に40％を乗じた額を加算して

徴収することができるとされている。なお、当該

法人に関しては、現在国が調査を行っており、市

としてその動向を注視している段階である。

 （介護保険課長）

金沢ふらっとバスの持続可能な運行対策費に

ついて、バス路線見直しや乗客増加喚起策、路線

沿線の住民意向調査が必要と考えるが、どのよう

なことを行うのか。

材木・菊川ルートについて、ルート沿線の人

口、高齢者数の変化や移動特性の整理、沿線住民

アンケート調査等を実施し、利用者数の減少の要

因及び課題の整理を行う。調査結果を踏まえ、令

答

問

答
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市営住宅学生入居推進モデル事業の受入れ対
象市営住宅はどのように決めるのか。また、この
事業で学生は何を得られるのか、本市の考えを聞
く。

事業によるコミュニティーの維持・活性化の
効果を検証するため、学生が通学しやすい地域に
おいて、学生の受入れに理解のある町会と調整し
ながら実施箇所を決めていきたい。学生が市営住
宅に居住しながら、夏祭りや美化活動など、多様
な住民が関わる町会活動に参加することにより、
世代を超えた交流が生まれ、まちづくりや地域貢
献に対する理解度が深まることにつながる。民間
賃貸住宅に比べて家賃が安いことから、経済的負
担を抑えられることもメリットと考える。

 （都市整備局長）

【質疑事項】
①市営住宅学生入居推進モデル事業について

問

答

これまで行ってきた高齢者等権利擁護、成年
後見制度などの施策に加え、行政による身元保証
対策を積極的に取り組んでほしいがどうか。

身寄りのない高齢者等に十分な資力がない場
合、民間のサービスを受けられないなどの課題が
あることは認識している。1月に地域包括支援セ
ンター職員やケアマネジャーなどの専門職を対象
に、高齢者の権利擁護に関するセミナーを開催し
課題を共有した。現在、国において身寄りのない
高齢者等が抱える生活上の課題に対応するための
モデル事業が実施され、身元保証などの支援につ
いて検証していることから、その状況を注視して
いく。 （福祉健康局長）

【質疑事項】
①学校図書館について
②マンホールトイレについて
③身元保証と死後事務の支援について

問

答

山本　ひかる 委員 坂　　秀明 委員

和 8年度に学識経験者や住民代表、行政関係者に

よる検討会議を組織し、利用促進策等の検討を行

う予定である。 （交通政策課長）

湯涌江戸村整備の新年度の見込みと今後の展

開について聞く。

令和 8年秋の供用開始に向け、魅力を市民や

観光客に分かりやすく伝えるためのガイダンス機

能を有する管理棟建設工事に着手する。また、金

沢湯涌江戸村活性化プランに基づき、周辺施設と

連携したイベント等の開催や、地域住民やボラン

ティアとの連携・協力による管理運営体制の強化

に取り組むなど、新しい江戸村としてさらなる発

展を目指す。 （歴史都市推進課長）

小中学校におけるダンスの授業について、本

市は全国に先駆けてボールルームダンスを実施し

ているが、今後のダンス授業の在り方とボール

問

答

問

ルームダンス指導拡大への見解を聞く。

プロダンサーを体育の授業に講師として招

き、演技鑑賞や実技体験をすることは、自己を表

現し、踊ることの楽しさや喜びを味わうことにつ

ながると考えている。令和 7年度から 5年間で全

ての中学校でダンス鑑賞体験を行い、学校におけ

るダンス指導の充実につなげ、小学校においても

拡大していく。 （教育長）

【質疑事項】
①医療保険請求並びに介護保険請求の不正について
②金沢ふらっとバス持続可能な運行対策費
③空き家解体費補助並びに危険家屋の除去と空き家バンク
掲載件数
④金沢市新規工業団地整備可能性調査について
⑤泉野々市線の着工と県所管工事に関して
⑥金沢市道敷地内私有地処理の進捗について
⑦地域の交流拠点地区形成事業と湯涌江戸村整備について
⑧体育のダンス授業導入拡大と3×3バスケコート設置
⑨姉妹都市文化祭開催について

答

公明党金沢市議員会
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創生かなざわ

玉野　　道 委員
中央卸売市場再整備基本計画の検証と市場事

業者から提出のあった要望書と確認書の取扱いに
ついて聞く。

令和 4年 12月に、市場事業者から提出され
た要望書と確認書は、市場流通量の減少や価格競
争、市場間競争等の渦中にあっても、食の安定供
給と豊かな食文化を支えるため、また、食品衛生
の向上や物流の効率化などに対応するために、再
整備を進めるという強い決意の下で提出されたも
のであり、これを踏まえて、基本計画を作成した
ものである。基本計画の検証に当たっては、市場
事業者からの要望書等の内容をしっかりと踏まえ
て取り組んでいく。 （市長）

中央卸売市場の再整備事業を進めるに当た

問

答

問

り、市場事業者との信頼関係をどのようにして構
築していくか。

昨年の能登半島地震や、その後の豪雨災害等
により、販売・流通の仕組みが変わったという話
を聞くなど、市場事業者が経営環境も含めて不安
を抱いていることについては十分承知している。
市場再整備後も、市場事業者のなりわいを継続発
展させていくことが一番だと思っており、これま
で以上に市場事業者と真摯に向き合い強固な信頼
関係を築いていきたい。 （市長）

中央卸売市場再整備事業に対する市長の決意
を聞く。

中央卸売市場は、老朽化が進んでいることも
あり、やり遂げなければならない仕事である。しっ
かりと市場再整備を進めていくことを約束する。
 （市長）

【質疑事項】
① 中央卸売市場再整備事業に関して

答

問

答

広田　美代 委員

金沢方式における消防分団の機械器具置き
場の整備について、今予算で按分率が 5分の 1に
軽減されたが、地元負担は 5分の 1とは到底なら
ない。さらに、国の交付税では、金沢方式を適用
すると市の負担は
低くなるが、地元
負担は高いままの
47％となり、市民
負担を増やすのは、
適切な予算執行と
言えるのか。業者
選定の透明性の問
題もあり、消防分
団の整備事業など

問

日本共産党金沢市議員団 を市の事業とすべきでないか。

事業主体については、消防団や町会連合会の
意見も聞きながら、今後の研究課題としていきた
い。 （市長）

140か所の民間消融雪施設について、工事費
補助の引上げや管理運営費補助の新設、市への管
理の移行など支援を求める声があることから、検
討を行うよう求めるがどうか。

現時点で民間消融雪施設の管理を市が行うこ
とは考えていないが、新年度以降、施設の老朽化
や管理者の高齢化などの課題を分析し、持続可能
な運営手法を検討していく。 （土木局長）

【質疑事項】
①金沢方式について
②除雪・消融雪について
③カラスとの共存と対策について

答

問

答
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　3月24日の本会議において、各委員長による委員長報告が行われ、下記のとおり要望事項が付されました。

常任委員会の要望事項

1　金沢方式の在り方は、地域住民にとっての関心
事であり続けることから、引き続き、地域住民の意
見を幅広く聴き、持続可能な地域コミュニティーを
構築するための不断の努力を重ねること。また、地
域コミュニティーの課題解決は市政の原点であり、
その充実・発展のためには地域住民の参加や協力が
必要不可欠であることをいま一度認識し、財政運営
の健全性を考慮した未来共創計画に基づく重要施策
の推進に意を用いること。

2　都心軸の再興に当たっては、これまでのまちづ
くりの規範と金沢らしさを損なうことがないよう、
都市再生特別措置法に基づく地域指定後の適切な事
業執行に努めるとともに、まちなかのにぎわい創出
に向けて、日本銀行金沢支店跡地の早期活用を図る
こと。加えて、各所に点在する市所有施設の配置及
び跡地の利活用については、地域特有の事情を十分
踏まえ、適正かつ丁寧な合意形成に努めること。
3　新年度の交通政策において、モビリティーハブの
機能強化、連節バスの走行環境整備、第3期まちの
りのスタート、北陸鉄道線のみなし上下分離方式によ
る支援など、積極的な施策が打ち出されている。こ
れらは利便性及び持続性を確保するために行われる
ものであり、地域の移動に不可欠な公共交通の構築・
再編に向け、引き続き積極的な支援に取り組むこと。

総務常任委員会

坂本泰広委員長

1　持続可能な地域コミュニティーを実現するた
め、町会への加入促進や地域活動への参加意識の醸
成などをはじめとする地域コミュニティーの活性化

のための取組を、子どもから大人まで幅広い層の市
民を対象にして積極的に展開していくこと。
2　様々な人々が共生する社会を実現するため、市
民に積極的な社会参加を促す企画や環境の整備を、
デジタル技術も効果的に活用しながら推進するこ
と。また、金沢健康プラザ大手町や松ヶ枝福祉館な
ど、市民にとって身近であり、かつ、重要な施設の
再整備に当たっては、地域住民をはじめとする市民
及び関係機関と必要な協議を尽くした上で、これを

市民福祉常任委員会

小間井大祐委員長

1　昨今の中小企業を取り巻く環境は、物価高騰や
人手不足など厳しい状況に置かれている。中小企
業・小規模企業振興条例（仮称）の制定に当たって
は、業界団体のみならず、中小企業及び小規模事業
者から意見を聴取し、有効な支援につなげるよう努
めること。また、新たな工業団地の整備に向けた可
能性調査に当たっては、本市中小企業の意向を反映
すること。
2　2030年度の温室効果ガス排出量の削減目標の
達成は、現状では厳しい状況だが、個人や企業の行
動変容を進めていくために、実効性及び持続性のあ
る施策を明確な数値目標を持って取り組むこと。さ

らに、有機フッ素化合物の汚染問題、地盤沈下の原
因である地下水活用の問題については、市民生活の
安心・安全の確保に重要な事項のため、全庁的体制
の下で取り組むこと。
3　農林水産業における着実な収益の確保と担い手
の育成が不可欠である。金沢の農業と森づくりプラ
ンをはじめとする各種計画の改定に当たっては、幅
広い分野からの知見を集め、生産性の向上や新たな
販路開拓など将来のあるべき姿を官民で共有できる
よう意を用いること。
4　中央卸売市場再整備基本設計の策定に当たり、
まずは市場事業者との信頼関係の再構築を図るとと
もに、市場事業者の合意のもと、施設規模や工法等
を調整し、早期にかつ着実に基本設計業務を完了さ
せること。また、花き市場中長期経営戦略の策定に
当たっては、民設との統合に向けて関係者との調整
を進めるとともに、花き市場の取扱量確保と経営基
盤の強化に一層意を用いること。

経済環境常任委員会

稲端明浩委員長
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進めること。
3　子育てのための環境構築に当たっては、令和 7
年度からの新たな計画となる「金沢こどもまんなか
未来プラン」の着実な実践を図り、子育て世帯の経
済的な負担軽減に努めるなど、子育て環境の充実に
取り組むこと。また、新たに開設される金沢ユース
センターをはじめ、子どもたちが安全・安心に過ご
せる居場所づくりを市民、関係団体等と協力して推
進すること。
4　市立病院の再整備においては、地域住民ととも
につくる未来型自治体病院として公立病院が担う役
割を果たすべく、地域の医療機関をはじめとした関

係者・関係機関と丁寧に協議し、意思疎通を図りな
がら進めていくとともに、働く職員のための環境向
上に努めること。また、災害対応や、福祉、子育て
支援など、他の行政部門との効果的な連携体制の構
築に意を用いること。
5　昨年の能登半島地震の発災以降、市民の防災へ
の関心は高まっている。地域コミュニティーの活性
化や学生など様々な主体との協働・連携の推進をは
じめ、福祉施設、健康づくりなども地域の防災力の
向上に寄与するものであることから、本常任委員会
所管の各部局においては、防災・減災の観点にも十
分留意すること。

1　能登半島地震で被害を受けた公共インフラ等に
ついて、引き続き早期の復旧を進めるとともに、市
内の危険な箇所や注意を要する箇所に対して、防災
パトロールを含めた災害の未然防止に継続的に意を
用いること。また、降雪時における生活道路等の除
排雪について、GPSの導入効果を検証しながら、引
き続き的確に実施するとともに、町会や除雪業者へ
の支援も行いながら、施策の周知にも意を用い、国
交付金等のさらなる活用も検討しながら、市民生活

の安全・安心の確保に努めること。
2　都市再生緊急整備地域の指定を見据え、都心軸
の再興に向けた取組を着実に進めるほか、木の文化
都市・金沢の継承・創出を加速させるとともに、歴
史や自然と調和した都市景観の形成に取り組み、多
彩で魅力あふれるまちづくりに努めること。また、
増え続けると予想される空き家に対し、発生の抑制
や適切な管理に向けた対策を講じ、空き家の活用や
流通を促進すること。
3　企業局においては、金沢市企業局経営戦略
2022改定版に基づく安全・安心対策の強化や経営
基盤の強化に努めるとともに、能登半島地震の被災
状況などを踏まえた災害に強い上下水道の構築に
向けた取組と経営のさらなる効率化を鋭意進めるこ
と。

建設企業常任委員会

中川俊一委員長

1　来年度の県の地震被害想定の見直し結果を踏ま
え、第2次地域防災計画及び防災備蓄計画を改定し、
市民の生命、財産を災害から守る対策を計画的に実
施すること。また、能登半島地震からの復旧・復興
に継続的に取り組むとともに、避難所における良好
な生活環境確保のため、空調等の避難所設備の向上
を図るなど、市民が安全・安心に暮らせる災害に強
いまちづくりを推進すること。加えて、災害情報の
一斉配信システムの構築においては、災害時におけ
る正確な情報が市民や来訪者に迅速に伝わるよう、
ホームページ・SNS等の多様な手段で情報伝達がで
きるよう意を用いること。
2　石川中央都市圏域における消防指令センターの
運用開始に向けては、関係機関と連携して計画的に

整備を進め、災害や救急への迅速な応援体制を確立
して災害対応力の強化に万全を期すこと。また、今
後ますます増加すると見込まれる救急需要に対応す
るため、消防庁舎の適正配置に向けしっかりと調査
検討を行うこと。
3　金沢 21世紀美術館の大規模修繕に向け、快適
な鑑賞環境の確保を図るとともに、休館の影響を可
能な限り軽減するため、まちなかのにぎわいに資す
る具体の取組について、関係機関と協議を進めるこ
と。また、市民芸術村リニューアル基本構想の策定
に当たっては、長寿命化に向けた改修に加え、子ど
もたちが文化芸術に触れる機会の提供など、市民が
文化芸術に親しむことができる環境の充実を図るこ
と。
4　金沢型学校教育モデルを踏まえ、予測困難な時
代において未来を創る子どもの資質・能力の育成に
取り組み、質の高い教育を推進すること。また、学
びの多様化学校及びメタバースを活用した不登校支
援においては、一人一人の状況に応じた支援体制の
充実に努めること。

文教消防常任委員会

荒木博文委員長
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■全会一致の議案　※審議結果は、金沢市議会ホームページからもご覧になれます。
１月緊急議会の議案
議案番号 件　　　名 本会議の結果

◇市長提出（議案1件）
議案第64号 令和6年度金沢市一般会計補正予算（第6号） 可　　決

3月定例月議会の議案
議案番号 件　　　名 本会議の結果

◇市長提出（議案81件中64件）
議案第66号 令和7年度金沢市営地方競馬事業費特別会計予算 可　　決
議案第68号 令和7年度金沢市公共用地先行取得事業費特別会計予算 可　　決
議案第69号 令和7年度金沢市住宅団地建設事業費特別会計予算 可　　決
議案第70号 令和7年度金沢市駐車場事業費特別会計予算 可　　決
議案第73号 令和7年度金沢市母子父子寡婦福祉資金貸付事業費特別会計予算 可　　決
議案第74号 令和7年度金沢市介護保険費特別会計予算 可　　決
議案第77号 令和7年度金沢市病院事業特別会計予算 可　　決
議案第78号 令和7年度金沢市中央卸売市場事業特別会計予算 可　　決
議案第79号 令和7年度金沢市下水道事業特別会計予算 可　　決
議案第80号 令和7年度金沢市公設花き地方卸売市場事業特別会計予算 可　　決

議案第82号 金沢市児童福祉法に基づく一時保護施設の設備及び運営に関する基準を定める条
例制定について 可　　決

議案第83号 金沢市企業局経営審議会設置条例制定について 可　　決
議案第84号 金沢市事務分掌条例の一部改正について 可　　決
議案第86号 職員の服務等に関する条例の一部改正について 可　　決
議案第87号 職員の給与に関する条例の一部改正について 可　　決
議案第89号 金沢市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正について 可　　決
議案第90号 金沢市職員等旅費条例の一部改正について 可　　決
議案第91号 金沢市税賦課徴収条例及び金沢市宿泊税条例の一部改正について 可　　決
議案第92号 金沢市手数料条例の一部改正について 可　　決
議案第93号 金沢市学校設置条例の一部改正について 可　　決
議案第95号 金沢市図書館条例の一部改正について 可　　決
議案第96号 金沢市スポーツ広場条例の一部改正について 可　　決
議案第97号 金沢ふるさと偉人館条例の一部改正について 可　　決

議案第98号 金沢市児童福祉法に基づく児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部改正について 可　　決

議案第99号 金沢市児童福祉法に基づく児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条
例等の一部改正について 可　　決

議案第102号 金沢市水道法施行条例の一部改正について 可　　決

議案第103号 金沢市における再生可能エネルギー発電設備の適正な設置及び管理に関する条例
の一部改正について 可　　決

議案第105号 金沢市建築基準条例の一部改正について 可　　決
議案第106号 金沢市公営企業の設置等に関する条例の一部改正について 可　　決
議案第107号 金沢市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について 可　　決
議案第108号 金沢市消防団条例の一部改正について 可　　決
議案第109号 金沢市消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部改正について 可　　決
議案第110号 谷口吉郎・吉生記念金沢建築館の指定管理者の指定について 可　　決

令和6年度 1月緊急議会、3月定例月議会 審議結果
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議案番号 件　　　名 本会議の結果
議案第111号 自転車等駐車場の指定管理者の指定について 可　　決
議案第112号 金沢市立中村記念美術館等の指定管理者の指定について 可　　決
議案第113号 金沢卯辰山工芸工房等の指定管理者の指定について 可　　決
議案第114号 金沢職人大学校の指定管理者の指定について 可　　決
議案第115号 金沢湯涌江戸村の指定管理者の指定について 可　　決
議案第116号 金沢市異業種研修会館の指定管理者の指定について　 可　　決
議案第117号 金沢市ものづくり会館の指定管理者の指定について 可　　決
議案第118号 金沢市松ヶ枝福祉館及び金沢福祉用具情報プラザの指定管理者の指定について 可　　決
議案第119号 金沢市地域老人福祉センター及び金沢市老人憩の家の指定管理者の指定について 可　　決
議案第120号 金沢健康プラザ大手町の指定管理者の指定について 可　　決
議案第121号 金沢市障害児通園施設ひまわり教室の指定管理者の指定について 可　　決
議案第122号 旧高峰家・旧検事正官舎の指定管理者の指定について 可　　決
議案第124号 地区公民館の指定管理者の指定について　 可　　決
議案第125号 松声庵の指定管理者の指定について 可　　決
議案第126号 包括外部監査契約の締結について 可　　決
議案第128号 令和6年度金沢市営地方競馬事業費特別会計補正予算（第1号） 可　　決
議案第129号 令和6年度金沢市公共用地先行取得事業費特別会計補正予算（第2号） 可　　決
議案第130号 令和6年度金沢市住宅団地建設事業費特別会計補正予算（第1号） 可　　決
議案第131号 令和6年度金沢市国民健康保険費特別会計補正予算（第2号） 可　　決
議案第132号 令和6年度金沢市後期高齢者医療費特別会計補正予算（第2号） 可　　決
議案第133号 令和6年度金沢市介護保険費特別会計補正予算（第2号） 可　　決
議案第134号 令和6年度金沢市病院事業特別会計補正予算（第1号） 可　　決
議案第136号 令和6年度金沢市下水道事業特別会計補正予算（第4号） 可　　決
議案第137号 令和6年度金沢市公設花き地方卸売市場事業特別会計補正予算（第1号） 可　　決
議案第138号 工事請負契約の締結について（旧金沢美術工芸大学解体工事（その3）） 可　　決
議案第139号 財産の取得について（金沢市北部共同調理場学校給食用消毒保管システム機器） 可　　決
議案第140号 市道の路線認定について 可　　決
議案第142号 令和6年度金沢市一般会計補正予算（第8号） 可　　決
議案第143号 金沢市監査委員の選任につき同意を求めるについて 同　　意
議案第144号 金沢市教育委員会教育長の任命につき同意を求めるについて 同　　意
議案第145号 金沢市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めるについて 同　　意

◇議員提出（議案16件中10件）

議会議案第41号 災害時の交通ネットワークの多重性の確保及び能登半島復興支援に向けた鉄道網
の充実を求める意見書 可　　決

議会議案第42号 公職選挙法の抜本的な改正を求める意見書 可　　決

議会議案第43号 社会福祉施設職員等退職手当共済制度における保育所等に対する公費助成の継続
を求める意見書 可　　決

議会議案第44号 外国免許切替制度の見直しを求める意見書 可　　決
議会議案第45号 ガソリン・軽油価格の引下げに向けた速やかな対応を求める意見書 可　　決

議会議案第46号 社会資本の防災・減災対策の維持・強化並びにインフラの維持管理への公的支援
の強化を求める意見書 可　　決

議会議案第47号 労働者協同組合制度の周知と活性化に向けた取組を求める意見書 可　　決
議会議案第48号 性犯罪の再犯防止の取組への支援の強化を求める意見書 可　　決
議会議案第49号 訪問介護事業者への支援強化等に関する意見書 可　　決
議会議案第50号 高額療養費制度における自己負担限度額引上げに関する意見書 可　　決

◇陳情（2件中1件）

陳情第16号 市民と共に「いじめ」「自殺」「児童虐待」「犯罪」等を減らす取り組みについての
陳情 不 採 択
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※○：賛成、×：反対、除：除斥、退：退席、欠：欠席、議長は採決に加わらないため、「／」と表示しています。
※所属会派等は議決時点での会派等で記載しています。
※会派等の名称：公明党（公明党金沢市議員会）、日本共産党（日本共産党金沢市議員団）、さくら（金沢さくら会）、結（結び会）
※各議員の賛否は、金沢市議会ホームページからもご覧になれます。

3月定例月議会の議案

議　案
番　号 件　　　名

本
会
議
の
結
果

自由民主党金沢市議員会 みらい金沢 公明党 創生かなざわ 日本共産党 さくら 結
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◇市長提出（議案81件中17件）
議 案
第 65 号

令和 7年度金沢市一
般会計予算

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

議 案
第 67 号

令和 7年度金沢市市
街地再開発事業費特
別会計予算

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

議 案
第 71 号

令和 7年度金沢市国
民健康保険費特別会
計予算

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

議 案
第 72 号

令和 7年度金沢市後
期高齢者医療費特別
会計予算

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

議 案
第 75 号

令和 7年度金沢市水
道事業特別会計予算

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

議 案
第 76 号

令和 7年度金沢市工
業用水道事業特別会
計予算

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

議 案
第 81 号

金沢市一般職の任期
付職員の採用及び給
与の特例に関する条
例制定について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

議 案
第 85 号

金沢市職員定数条例
の一部改正について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

議 案
第 88 号

職員の給与に関する
条例等の一部改正に
ついて

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

議 案
第 94 号

金沢市学校給食共同
調理場設置条例の一
部改正について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

議 案
第100号

金沢市児童福祉法に
基づく家庭的保育事
業等の設備及び運営
に関する基準を定める
条例及び金沢市子ど
も・子育て支援法に基
づく特定教育・保育
施設及び特定地域型
保育事業の運営に関
する基準を定める条例
の一部改正について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

議 案
第101号

金沢市国民健康保険
条例の一部改正につ
いて

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

議 案
第104号

金沢市公園条例の一
部改正について

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

議 案
第123号

金沢駅東駐車場及び
武蔵地下駐車場の指
定管理者の指定につ
いて

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

議 案
第127号

令和6年度金沢市一般
会計補正予算（第7号）

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

議 案
第135号

令和6年度金沢市中
央卸売市場事業特別
会計補正予算（第1号）

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

議 案
第141号

事業契約の締結につ
いて（公共施設 LED
照明導入推進事業）

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

■賛否などの態度が分かれた議案等（議員別賛否一覧）
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議　案
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本
会
議
の
結
果

自由民主党金沢市議員会 みらい金沢 公明党 創生かなざわ 日本共産党 さくら 結
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◇議員提出（議案16件中６件）
議会議案
第 35 号

喜成清恵議員に対す
る議員辞職勧告決議

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除

議会議案
第 36 号

消費税の減税を求め
る意見書

否
決 × × × × × × × × × × ／ × × × × × × × × × × × × ○ × × × × ○ × ○ × ○ ○ ○ × × ×

議会議案
第 37 号

米の安定供給の保障
を求める意見書

否
決 × × × × × × × × × × ／ × × × × × × × × × × × × ○ × × × × ○ × ○ × ○ ○ ○ × × ○

議会議案
第 38 号

選択的夫婦別姓制度
の議論の促進を求め
る意見書

否
決 × × × × × × × × × × ／ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ × × ○

議会議案
第 39 号

包括的差別禁止法の
制定等を求める意見書

否
決 × × × × × × × × × × ／ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

議会議案
第 40 号

旧姓の通称使用に法
的根拠を持たせるた
めの議論を求める意
見書

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × ○ ○ × ○ × × × ○ ○ ×

◇請願（1件）

請 願
第 7 号

高額療養費改定の一
旦凍結を求める請願
書

不
採
択
× × × × × × × × × × ／ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○

◇陳情（2件中1件）

陳 情
第 18 号

政務活動費領収書
ネット公開について
の陳情書

不
採
択
× × × × × × × × × × ／ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○

※ 陳情第17号「用水路上に立地する市所有の既存不適格建築物である材木消防分団機械器具置場（消防分団小屋）について、住民負担を
伴わない至急の適正化を求める陳情書」は、議案第65号「令和７年度金沢市一般会計予算」の可決により、議決を要しないもの（不採
択）となりました。

※○：賛成、×：反対、除：除斥、退：退席、欠：欠席、議長は採決に加わらないため、「／」と表示しています。
※所属会派等は議決時点での会派等で記載しています。
※会派等の名称：公明党（公明党金沢市議員会）、日本共産党（日本共産党金沢市議員団）、さくら（金沢さくら会）、結（結び会）
※各議員の賛否は、金沢市議会ホームページからもご覧になれます。

３月定例月議会の議案

意見交換会の開催結果
　金沢市議会では、議会活動の内容を報告するとともに、市民の皆様からお
聞きした意見を市政に反映していくことを目的に、平成 26年度より意見交換
会を開催しています。
◯開催日時等
日時：令和7年2月27日（木）午後7時～
場所：長土塀青少年交流センター　4階 大集会室
◯実施内容
　34名の方にご参加いただきました。12月定例月議会の報告を行った後、「災害への備え」について、テーブルごと
に少人数で集まるテーブルトーク方式により、市民の皆様と議員が意見交換を行いました。
◯テーブルトークでの意見（抜粋）
・防災士の役割がはっきりしていないと感じる。公の役回りを明確にしないと、防災士も対応できない。
・避難所に若い世代が来てくれると、やる気もあり行動してくれるので心強い。
・子どもに対して、学校で段ボールベッドや段ボールトイレの作り方などの体験をさせてはどうか。
・学生防災士が期待されたり、求められることにより、活動する人も増えるのではないか。
・防災士の認知度が向上すれば目指す人も増えると思うが、市として何か取り組めないか。
・ 福祉避難所の一部を障害のある方への特設施設にするなどして、障害のある方が安心した避難生活を送れるように
すべき。

テーブルトーク方式による意見交換の様子
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常任委員会の活動状況
　金沢市議会では５つの常任委員会を設けており、提出された議案の審査を行うほか、市政についての課
題等を調査しています。

委員会名 開催日 主な報告事項

総務常任委員会

1月14日 ・年末年始におけるまちなか渋滞対策の実施結果について
・金沢市PFI活用ガイドラインの策定について

2月12日 ・金沢方式あり方検討懇話会からの報告について
・南部地区教育・福祉施設再整備基本構想の策定について

3月14日 ・金沢市・北陸鉄道連絡会の開催結果について
・金沢市人材育成・確保基本方針について

経済環境常任委員会

1月15日 ・ 「KOGEI Art Gallery 銀座の金沢」開設1周年記念事業について
・製品プラスチックの分別収集・資源化の円滑な実施に向けた取組について

2月19日 ・北陸新幹線金沢開業10周年記念イベントについて
・金沢市中央卸売市場再整備の基本設計について

2月28日 ・金沢市中央卸売市場再整備基本設計について

3月14日
・森と市民をつなぐ拠点施設に係る実施設計について
・ 有機フッ素化合物（PFOS及びPFOA）の河川水及び地下水の追加調査結果
等について

市民福祉常任委員会

1月27日 ・金沢健康プラザ大手町再整備基本計画案の概要について
・eスポーツ体験会の開催について

2月21日
・HPVワクチン（子宮頸がん予防ワクチン）の公費接種期限の延長について
・令和7年度保育所・認定こども園の利用調整結果（2次受付分）について
　－2次申込受付結果（令和7年2月10日現在）－

3月14日 ・住民異動届等の日曜窓口開設について
・金沢市立病院再整備基本計画の素案（概要）について

建設企業常任委員会

1月21日 ・市営住宅のコミュニティ活性化に向けた学生入居について
・都市計画道路　泉野々市線の工事着手について

2月13日 ・令和6年能登半島地震による被害への対応状況等について
・埼玉県八潮市での道路陥没を受けた下水道管の緊急点検について

3月14日 ・令和6年度の克雪対策事業について
・下水道事業ウォーターPPP導入可能性調査の結果について

文教消防常任委員会

1月28日 ・まちなか辰巳用水整備工事完成について
・玉川図書館改修工事（現代建築レガシー）にかかる実施設計の概要について

2月18日 ・金沢職人大学校機能強化計画について
・三谷小学校閉校式について

3月14日
・「金沢市歴史的庭園振興プラン」について
・ 石川中央都市圏内5消防本部（局）における消防指令センターの共同運用に
ついて
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令和７年度 委員会構成
3月定例月議会において、令和7年度の委員会構成が決まりました。

常任委員会

総務常任委員会（定数8）
委員長： 麦田　　徹
副委員長： 山本ひかる
委　員： 黒口啓一郎 山下　明希 小間井大祐
 喜多　浩一 玉野　　道 福田　太郎

経済環境常任委員会（定数7）
委員長： 新谷　博範
副委員長： 北　　幸栽
委　員： 坂　　秀明 坂本　泰広 前　　誠一
 広田　美代 下沢　広伸

市民福祉常任委員会（定数8）
委員長： 中川　俊一
副委員長： 柿本　章博
委　員： 大西　克利 坂本　順子 高　　　誠
 森尾　嘉昭 源野　和清 野本　正人

建設企業常任委員会（定数7）
委員長： 荒木　博文
副委員長： 道上　周太
委　員： 川島　美和 熊野　盛夫 森　　一敏
 横越　　徹 高村　佳伸

文教消防常任委員会（定数8）
委員長： 稲端　明浩
副委員長： 宇夛　裕基
委　員： 高務　淳弘 喜成　清恵 上田　雅大
 清水　邦彦 粟森　　慨 久保　洋子

議会運営委員会 　（定数12、欠員1）

委員長： 高　　　誠
副委員長： 粟森　　慨
委　員： 稲端　明浩 荒木　博文 上田　雅大
 坂本　泰広 麦田　　徹 新谷　博範
 広田　美代 熊野　盛夫 福田　太郎

特別委員会 

地域防災特別委員会（定数10）
委員長： 上田　雅大
副委員長： 黒口啓一郎
委　員： 宇夛　裕基 高務　淳弘 稲端　明浩
 高　　　誠 広田　美代 下沢　広伸
 久保　洋子 高村　佳伸

部活動地域移行特別委員会（定数10）
委員長： 源野　和清
副委員長： 坂本　順子
委　員： 道上　周太 喜成　清恵 荒木　博文
 麦田　　徹 清水　邦彦 玉野　　道
 粟森　　慨 横越　　徹

公共交通特別委員会（定数10）
委員長： 坂本　泰広
副委員長： 坂　　秀明
委　員： 柿本　章博 大西　克利 前　　誠一
 新谷　博範 森尾　嘉昭 森　　一敏
 野本　正人 福田　太郎

議会広報委員会 　（定数6）

委員長： 中川　俊一
副委員長： 川島　美和
委　員： 山本ひかる 山下　明希 北　　幸栽
 熊野　盛夫
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議会日誌
1月

9日 議会運営委員会

10日 議会運営委員会

14日 総務常任委員会

15日 議会広報委員会
経済環境常任委員会

16日 議会運営委員会

20日 令和６年度金沢市議会１月緊急議会
本会議（議案上程・提案理由説明・質疑・討
論・採決）、総務常任委員会、経済環境常任委
員会、市民福祉常任委員会、議会運営委員会

21日 建設企業常任委員会

27日 市民福祉常任委員会

28日 文教消防常任委員会

2月

3日 議会運営委員会

12日 総務常任委員会

13日 建設企業常任委員会

18日 文教消防常任委員会

19日 経済環境常任委員会

21日 市民福祉常任委員会

25日 議会運営委員会

28日 経済環境常任委員会

3月

3日 金沢市議会３月定例月議会初日
本会議（議案上程・提案理由説明）、議会広報
委員会

5日 議会運営委員会

10日 議会運営委員会

11日 本会議（議案上程・提案理由説明・質疑・一
般質問）

12日 本会議（質疑・一般質問）

13日 本会議（質疑・一般質問）

14日 各常任委員会、議会運営委員会

17日 本会議（補正関係採決）各常任委員会、議会
運営委員会

19日 常任委員会連合審査会、議会運営委員会

21日 各常任委員会、議会運営委員会

24日 本会議（討論・採決）、議会運営委員会

金沢市議会３月定例月議会最終日
令和６年度定例金沢市議会閉会

議会広報委員会
【委 員 長】中川　俊一 【副委員長】川島　美和
【委　　員】山本ひかる 山下　明希 北　　幸栽
 熊野　盛夫

６月10日（火） 本会議（議案上程・提案理由説明）

18日（水） 本会議（質疑・一般質問）

19日（木） 本会議（質疑・一般質問）

20日（金） 本会議（質疑・一般質問）

23日（月） 委員会審査

24日（火） 本会議（討論・採決）

※日程は変更することがあります。

６月定例月議会の日程（予定）

副議長就任あいさつ
　金沢市民の皆様が希望を持
ち、安心して暮らしていけるよ
う、議長をしっかり支え、議会
と執行部が建設的に議論を深め
ていけるよう環境整備に努めて
まいります。

（第131代副議長 小間井 大祐）

　議会広報委員会では、金沢市議会を身近な
ものに感じてもらうために、市議会だよりを
発行したり、子ども議会教室を開催するなど
の取組を行っております。その一環として、
市議会の活動や仕組みなどについて分かりや
すく掲載した「みんなの金沢市議会～金沢市
議会ガイドブック～」を、市内の小学６年生
の全児童に配布しています。

市内図書館や各公民館、
市政情報コーナーのほ
か、金沢市議会ホーム
ページでもご覧になれま
す。

みんなの金沢市議会
～金沢市議会ガイドブック～


